
  
 
 
 
 
 
 
 登校すると，朝顔，ミニトマト，おくら，ホウセンカ，マリーゴールドなどに水やりをす

る児童の姿を見ます。大切に育てている野菜や花のこれからの生長が楽しみです。 

 

 

 

  

◇ 学力向上応援団派遣事業（５月１０日） 

 県教育委員会から２年間，学力向上応援団派遣事業の指定を受けました。

学習指導に豊富な知識と経験を有する学力向上専門員が年５回来校し，学力

向上システム構築への助言や授業研究などを行います。これから求められる

学力は，多様な見方，考え方をもつ人と，意見を交換しながら新たなアイデ

ィアや価値を創りだす力と考え，「学び合い」「話合い」を中心に研究を進めます。  

 第１回は，授業改善のために必要な「子ども理解力」「授業構成力」などへの理解を深め，

共通に実践することを確認しました。 

◇ 豊郷地域学校園小中合同全体会（５月１７日） 

 豊郷中学校を会場に，小中の職員が一堂に会し実施しました。園のテーマは「豊かな郷の

生き生きとした子どもたち」。学習規律，学習習慣に重点を置いて取り組むこととしました。 

 中学校では，水曜日を「家庭学習の日」と定め，家庭学習の充実と基礎学力の定着を図り

ます。本校においても，「海道小スタンダード」を活用し，望ましい学習態度を育てます。 

 

 

 

 

 

 

◇ ボランティア会議（５月１５日） 

 ボランティアの内容は，授業や行事，読み聞かせなどの「学習支援」，校舎内外の環境を整

える「環境整備」，登下校や校外学習の見守りなどの「地域安全」です。登録者は４７人，複

数のボランティアにご協力くださる方もいらっしゃいます。頼もしい限りです。 

◇ 地域協議会（５月１５日） 

会長は，小林紀夫様がご継続くださり，２５人の委員を委嘱しました。新たに，本校担当

のスポーツ推進委員，みゆきの杜の理事長を委員にお願いし，学校づくりに参画いただきま

す。地域とともにある学校づくりにより，児童の成長も期待できます。 
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本年度の学校づくりに向けて 

よく考える子ども ～本年度の重点～

〇 教育目標の実現に向け，学校・家庭・地域が当事者として関わります。 

〇 社会の変化に伴う多様化するニーズに，地域の方からの支援により応えます。 

〇 学校を，子どもや大人が集う場とし，共に学び，育ち合い，地域の教育力を高めます。 

地域とともにある学校 



 学校北の学校協力者の田をお借りして，田植えを行いました。泥

の感触を味わい，バランスを取りながら丁寧に植えました。作物を

育てる苦労，収穫への期待，力を合わせて働くことの大切さなどを

体験しました。「海道水田」の看板が目印です。 

 全校児童で，350 本の苗を植えました。学習支援ボランティアの

指導のもと，２つの学年でペアを組み，やり方を教えたり手助けし

たりして，仲良く活動しました。毎朝，栽培委員会の６年生が水や

りしており，11 月 17 日の収穫に向け，大切に育てます。 

 

 １～４年生はプール周辺，校庭の草取り，５．６年生はプール内，

側溝，消毒槽などの清掃です。プール内は，洗剤をつけたタワシや

デッキブラシで磨くと，みるみるきれいになりました。清掃後，排

水溝，ろ過装置を点検し，安全を確認した上で，水を張ります。 

 

 

◇ 子ども見守り活動（４月２６日） 

下校時における安全体制の強化・充実のため，本市の「子どもの見

守り活動強化月間」に合わせて実施しました。 

下川俣駐在所長，東警察署スクールサポーター，地域協議会長，ス

クールガード，地域安全ボランティアの皆様にご参加いただき，顔の

見える関係をつくりました。代表児童があいさつするとともに，全員

で，「よろしくお願いします」と感謝の気持ちを伝えました。 

◇ 避難訓練（５月１５日） 

 地震，その後火災が発生したことを想定した訓練です。落下物，煙

から身を守り速やかに避難しました。所要時間は２分 50 分。昨年か

ら 40 秒，短くなりました。東消防署の職員から，「素早く避難でき

ました。私たちも，毎日真剣に消火活動の訓練をしているので，皆さ

んも真剣に訓練し身を守れるようにしてください」との言葉をいただ

きました。その後，６年生が消火器体験を行い，防災への意識を高めました。 

◇ プール開放に係る研修会（５月２４日） 

 ６月からのプール使用に向け，育成会の保護者を中心に実施しまし

た。健康観察，準備運動，適切な休憩などにより安全を確保すること

が大切ですが，万が一の事態に備え，東消防署の職員から，心肺蘇生

法やＡＥＤ使用法を教わりました。呼吸がない場合，以前は気道を確

保することが第一でしたが，現在では，すぐにＡＥＤを使用し，血液

を脳におくることが世界的な標準であることなど，新たな学びがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全・安心な学校 

行事から 

田植え（５月 12 日） 

 「進んではたらく子ども」に向けた行事を紹介します。 

さつま苗植え（５月 22 日）  

プール清掃（５月 30 日）  


